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1　事業の概要

30年度

２　今後の事業の方向性

３　事業を構成する細事業の内容 (単位：千円)

１

２

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検事業改善シート （30年度実施事業分）

29年度 30年度30年度30年度30年度

未達成622,241

目標値

2,600

8,544

250

647,000

成果

2,315

8,464

190

622,925

令和元年度令和元年度令和元年度令和元年度

56,270

56,270

43,226

4,576

8,468

成果指標

設定理由

① 移住者数（人)

週末信州人等登録者数

（人）

①、④長野県総合５か年計画目標値であるため。

②、③長野県人口定着確かな暮らし実現総合戦略ＫＰＩの

指標値であるため。

備考

合計 6.00 55,697 59,876 56,270

移住・交流推進事業

県内外に移住相談窓口を設置するとともに、市町村や民

間事業者等との連携により移住前後の支援を行う。

5.50 51,102 55,526 51,752

農村交流活性化支援事業

市町村や農村体験実践者との連携により、都市圏の住民

を対象に地方暮らしの魅力をＰＲするとともに、農村体験受

入側への研修を行う。

0.50 4,595 4,350 4,518

No

プロジェクト

細事業名 30年度　実施内容（実績）

職員数 平成30年度 令和元年度

No （人） （当初） （決算） （当初）

目標に対する

成果の状況

移住者数については、目標に届かなかったものの、市町村窓口でのアンケート回収率が向上したことや、市町村による積極

的な移住促進施策を展開したことで昨年度実績を上回る移住者数を把握することができた。移住相談件数については、目標

に届かなかったものの、三大都市圏における相談会に多くの市町村が参加したことで、昨年度を上回る相談件数となった。週

末信州人等登録者については、目標に届かなかったものの、広くセミナー等で周知を図るとともに、二地域居住者に向けた案

内を積極的に行い、登録者数を伸ばすことができた。都市農村交流人口については、市町村や地域団体に向け、先進事例

研修会を通じた啓発を行ったものの、前年度並みとなった。

今後、事業を

どのようにし

ていきたいか

□ 事業を実施しない ■ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

課　題 今後の方向性

・転出超過が止まらない

・あらゆる産業で人材が不足

・移住のハードルが高い

・過疎・高齢化による地域の担い手不足

平成30年度に田舎暮らし「楽園信州」推進協議会において、

「信州暮らし推進の基本方針」を策定し、オール信州で働く場

としての信州の展開や、つながり人口創出に向けた施策に取

り組む。

 概算人件費 （Ｃ）

 概算事業費（B（A）+C）

都市農村交流人口（人）

 決　　算　　額（B）

④

概　算

人　件

費

 職員数（人）

59,182 59,876

6.00 6.00

48,612

107,794

49,308

109,184

6.00

49,308

105,578

11,758

52 11,173

125 未達成

当初予算

No
成果指標 29年度

達成状況

　県　債

② 移住相談件数（件）

63,234 42,224

7,510 未達成

65,786

65,786

55,697

9,458

65,155

事業番号 02 09 01

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　分（単位：千円） 指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況指標及びその達成状況

予

算

額

前年度繰越

補正予算

合計（A)

目指す姿

・大都市からの移住、二地域居住を促進し、移住・交流人口の拡大を図ることで、地域の活力を創出する。

・グリーン・ツーリズムの推進や農林業体験等を行う機会の創出及び「国際青少年農村交流宣言」の普及を通じて都市と農村

の交流を促進し、農山村の活性化を図る。

（主な実施内容：移住相談窓口の運営、都市圏における移住セミナー等のイベント開催　　など）

Aの

財源

　一般財源

　国庫支出金

1,908 未達成

　その他

③

現状

(予算編成時)

・三大都市圏及び県庁に移住専門の相談員を配置するとともに、民間事業者等と連携して移

住希望者が求める仕事と住まい等の情報を提供。

・県内市町村や他県等と連携し、都市圏において地方での暮らしをPRするイベントを開催。

・ホームページや雑誌、パンフレット等の媒体で情報発信。

2,500

30年度

決算額

59,876 千円

職員数 6.00 人

iju@pref.nagano.lg.jp

事　業　名 移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費

部局 企画振興部 課・室 信州暮らし推進課

実施期間 Ｈ15 E-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）

８つの重点目標 社会増減

総合的に展開する

重点政策

3-1 信州と関わりを持つ「つながり人口」の拡大
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事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表事　業　改　善　シ　ー　ト　附　表 □当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検□当初要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

02 09 01

29年度

移住・交流推進事業

中央日本４県（新潟・長野・山

梨・静岡）合同移住フェア

負

担

金

・中央日本４県（新潟県、長野県、山梨県、静岡県）が

連携して合同移住フェアを開催

首都圏からの近接性という共通の地理的条件を有する４

県が提供可能なライフスタイルの魅力をアピールする移

住フェアを首都圏で開催（来場者数：124名）

計画通り

○

549 562 562 464

移住・交流推進事業

「いいね！地方の暮らしフェア」

開催事業

負

担

金

・「日本創生のための将来世代応援知事同盟」13県と連

携し、若い世代に地方暮らしの魅力を伝えるイベントを

開催

「日本創生のための将来世代応援知事同盟」13県で若い

世代に地方暮らしの魅力を伝えるフェアを首都圏で開催

（来場者数：1,163名）

計画通り

○

3,000 2,600 2,600 2,869

移住・交流推進事業 信州フェア開催事業

直

接

- - 　 3,294 - - - -

移住・交流推進事業

信州の産業を支えるＵ・Ｉターン

人材確保推進事業

委

託

・就業相談、転職セミナー、個別面談会を実施

転職支援事業者と連携し、就業相談、転職セミナー、個

別相談を実施

（委託先）・イーキュア（株）（Ｕ・Ｉターン転職

　　　　　　支援事業）

計画通り

○

- 4,202 2,396 2,395

移住・交流推進事業

長野県へのＵ・Ｉターン転職応援

事業

委

託

・「長野県Ｉターン登録制度」の運用

・Ｉターン信州（ＨＰ）の運用

Ｉターン信州登録システム運用

（委託先）・（有）ケー・アンド・エフコンピュー

　　　　　　タサービス（Ｉターン信州登録システ

　　　　　　ム保守）

計画通り

○

10,251 4,036 4,036 2,566

移住・交流推進事業

ＮＰＯ法人ふるさと回帰支援セン

ター（東京・大阪）連携事業

委

託

（東京）・資料ブース設置、相談員配置（２名）、

　　　　　事務所スペース開設

（大阪）・資料ブース設置

東京へ資料ブースの設置、相談員の配置及び専用相談ス

ペースを設置するとともに、大阪へ資料ブースの設置及

び出張相談を実施

（委託先）（特非）ふるさと回帰支援センター

計画通り

○

20,447 19,492 19,492 19,359

移住・交流推進事業

「楽園信州移住相談センター」運

営事業

直

接

・東京、名古屋、大阪、県庁へ移住推進員を配置

・広域単位で「楽園信州移住相談センター」を整備

三大都市圏の移住相談窓口に専任の相談員を配置すると

ともに、県内広域単位での移住相談窓口の立ち上げを支

援

計画通り

○

17,571 16,387 13,724 12,240

移住・交流推進事業 信州暮らし案内人の配置

直

接

・長野県への移住に係る相談や総合的な窓口として県庁

に信州暮らし案内人を配置

長野県への移住に係る相談や総合的な窓口として県庁に

信州暮らし案内人を配置

計画通り

○

3,280 3,276 3,492 3,357

移住・交流推進事業

「移住コンシェルジュ」による地

域への溶け込み支援

直

接

・「移住コンシェルジュ」を対象とした研修会を開催

・移住希望者等へ向けて「移住コンシェルジュ」の情報

を発信

移住者等と地域住民とをつなぐ団体（市町村移住担当窓

口等）を「移住コンシェルジュ」として登録・紹介し、

移住者等の不安解消と地域への溶け込みを支援

計画通り

○

126 123 123 55

移住・交流推進事業

田舎暮らし「楽園信州」推進協議

会事業

負

担

金

・会員市町村等と連携したセミナーの開催

・「楽園信州応援企業」の登録や移住者交流会の開催等

による受入れ体制の充実

・市町村と連携し、移住者捕捉アンケートを実施

会員市町村等と連携したセミナーの開催、移住応援企業

等受入体制の充実や移住ポータルサイトによる情報発信

等、市町村と一体的な移住施策を実施

計画通り

○

4,568 4,677 4,677 4,677

移住・交流推進事業

つながり人口創出のための「信

州・地域プラットフォーム」構築

推進事業

委

託

・長野市鬼無里地区、小川村をモデル地域として「つな

がり人口」創出に向けた研究及び実践活動を実施

各地域において、都市部住民が地域住民とともに地域課

題解決に向けた中長期的なプロジェクトを研究し、その

キックオフを実施（都市部住民参加者16名）

計画通り

○

- - - 9,458 7,544

農村交流活性化支援事業 都市農村交流推進事業

委

託

・市町村や農村体験実践者との連携により、都市圏の住

民を対象に地方暮らしの魅力を発信

・農村体験受入側への研修の開催

・伊那市長谷地区において都市住民との交流を目的とし

たモニターツアーを開催（都市部住民参加者11名）

・農泊の推進と都市農村交流活動の受入体制の強化を図

るための研修会を開催

計画通り

○

2,700 4,595 4,595 4,350

65,786 59,950 55,697 9,458 59,876合　　　　計合　　　　計合　　　　計合　　　　計

当初

(千円)

補正

(千円)

決算

(千円)

1

1

1

1

細事業

No

1

1

1

1

項目

実

施

方

法

30年度　実施内容（予定）

企画振興部 信州暮らし推進課課・室移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費移住・交流推進事業費

30年度

実施

状況

部局

事業番号

事　業　名事　業　名事　業　名事　業　名

細事業名

30年度

30年度　実施内容（実績）

当初

(千円)

要求

(千円)

1

1

2

1


